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調査条件
⽬的︓ 政府が⽇本の企業にテレワークの導⼊を勧めているが、依然として導⼊企業は少ない。これからテレワークを導⼊するとなると、上司は今までとは
違う形で部下を管理しなければならず、また部下も「今までと働き⽅が変わると上司から公平に⼈事評価をされないのではないか」「⽬に⾒えないため⾃分
の業務負荷をわかってもらえないのではないか」「業務過程が⾒えないのでサボってると思われるのではないか」といった不安をかかえることになる。

そこで、「テレワークでも対応可能な業務がある部下を持つ”上司”」を対象に、

Aグループ ― テレワークを利⽤している部下を持っている

Bグループ ― テレワークを利⽤している部下を持っていない

に同じアンケートに答えてもらい、テレワークの許容実態を調査するとともに、回答から上司の「部下のテレワークに対する本⾳」を調査した。これにより、部下
のテレワークに慣れている⼈とそうでない⼈のギャップを洗い出し、今後のテレワークのより広い普及のために何が必要なのかを探る。

調査対象 ︓ 「テレワーク（完全在宅ワーク・⾃由業を除く）を利⽤できる業務のある部下」を⼈事評価している上司（会社員・経営者）

調査地域 ︓ 全国

調査⽅法 ︓ インターネットリサーチ

調査時期 ︓ 【事前調査】 2019年10⽉25⽇（⾦）〜10⽉28⽇（⽉）、【本調査】 2019年10⽉25⽇（⾦）〜10⽉28⽇（⽉）

有効回答数︓ 計1,030サンプル 実際にテレワークを利⽤している部下「有」 515、「無」515

調査実施機関︓ 株式会社マクロミル



部下のテレワークに対する上司の本⾳調査 まとめ| Confidential | All Rights Reserved by Wrike, Inc 3部下のテレワークに対する上司の本⾳調査 まとめ | Confidential | All Rights Reserved by Wrike, Inc 3

8.0% 12.4% 11.3% 18.3% 22.1% 13.4% 10.3%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ほぼ）毎日テレワーク 基本はテレワークだが、月に規定の回数出社している

月に10日以上 月に5～9日

月に3～4日 月に1～2日

それ以下 分からない

部下のテレワーク利⽤頻度

Aグループに、部下のテレワーク利⽤頻度を聞いた実態把握のグラフ。8割以上が⽉に1⽇以上のテレワークを⾏っており、ほぼ半数の回答
者の部下が週に1⽇以上テレワークを利⽤している。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q.（Aグループのみに質問）テレワークを利⽤している部下の中で、どのくらいの頻度で利⽤している⼈が最も多いですか。

n=515
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テレワークの必要性

Aグループの88.9%がテレワークが必要だと答えたのに対し、Bグループは56.2％。Bグループのおよそ半数がテレワークを不要だと考えている。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたの会社が成⻑していく上で、テレワーク制度（またはテレワーク制度の導⼊）は必要だとお考えですか。あなたご⾃⾝のお考えに最も近いものをお答えください。
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Aグループ(n=515)

Bグループ(n=515)

必要 どちらかと言えば必要 どちらかと言えば不要 不要
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テレワーク許可状況

テレワークを許可する状況を「会社の⽅針」と「⾃⾝の考え」両⽅で聞いた場合の回答⽐較。（「⾃⾝の考え」の回答は次スライド）
成果主義であることがわかる「やるべきことをやっていればいい」という⽅針をもつ会社が、Bグループと⽐較してAグループの⽅が多い。また、Bグルー
プはやむを得ない事情がないかぎり出社は必須の会社が多い。
（※本設問はテレワーク制度のある会社に勤める⼈のみが対象となったため、Bグループの回答数が少ない）

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたの⼈事評価する部下がテレワークを⾏う場合、どのような状況であれば許可できますか。あてはまるものを全てお選びください。お勤め先の会社の⽅針
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26.2%
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やるべきことを

しているのであれば、

理由も許可も必要ない

天候不良で交通機関が

動かない場合に許可

家にいなければならない

重大な理由がある場合に許可

体調不良で出社が厳しい

場合に許可

スケジュールを考慮し、

テレワークのほうが

効率が良い場合に許可

どのような理由であっても、

出社は必須である

その他

Aグループ (n=515) Bグループ (n=129)
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テレワーク許可状況

前スライド「会社の⽅針」と⽐較し、A・Bグループの回答者⾃⾝の考えでは「成果主義」でもいいと考える⼈が多い。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたの⼈事評価する部下がテレワークを⾏う場合、どのような状況であれば許可できますか。あてはまるものを全てお選びください。あなた⾃⾝の考え
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やるべきことをしている

のであれば、

理由も許可も必要ない

天候不良で

交通機関が

動かない場合に許可

家にいなければならない

重大な理由がある

場合に許可

体調不良で出社が

厳しい場合に許可

スケジュールを考慮し、

テレワークのほうが

効率が良い場合に許可

どのような

理由であっても、

出社は必須である

その他

Aグループ（n=515) Bグループ（n=515)
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会社のIT環境

あきらかに、Bグループの⽅が、現在のIT環境はテレワークに適していない考えている⼈が多いが、Bグループでも約半数がテレワークが可能である
と判断している。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたの会社のIT環境は、テレワークに適した環境に整備されていると思いますか。あなたご⾃⾝のお考えとして、最も近いものを⼀つだけお選びください。

29.1%

9.5%

49.9%

30.7%

16.9%
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29.9%
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Aグループ
(n=515)

Bグループ
(n=515)

現状のIT環境はテレワークに適していると思う 少し気になる部分はあるが、特に問題はないと思う

テレワーク可能ではあるが、適しているとは思えない 現状のIT環境ではテレワークはできないと思う
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会社のIT環境

前スライド「気になる部分はある」「適してるとは思えない」「テレワークはできない」と回答した⼈に、どのようなIT環境整備が必要かを聞いたところ、
A・B両グループともに導⼊が必要なものはそれほどかわらない。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたの会社のIT環境をテレワークに適した環境に整備するためには、どのようなことが必要だとお考えですか。あなたご⾃⾝のお考えとして、あてはまるものを全てお選びく
ださい。
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W i-Fiに

接続できる
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情報漏洩防止

システムの
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その他 何が必要か

分からない

Aグループ (n=365) Bグループ (n=466)
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部下のテレワークに対する不安

部下のテレワークに対して不安を持っている⼈の数はA・Bグループどちらも⼤きな差はない。（Aグループ66.6%、Bグループ69.1%）

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. ⼈事評価する部下のテレワークについて、不安に思うことはありますか。あなたご⾃⾝のお気持ちに最も近いものを⼀つだけお選びください。
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Aグループ（n=515）

Bグループ（n=515）

ある どちらかと言えばある どちらかと言えばない ない
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部下のテレワークの不安

前スライド「どちらかといえばある」「ある」と回答した⼈に理由を聞いたところ、Aグループでは「部下がプライベートのオンとオフのコントロールができなく
なる」「部下の業務負担の把握ができなくなる」という、業務の「時間」や「量」の把握に不安を持っている⼈が多いことがわかった。対するBグループ
は「部下が何をやっているのかわからない」と、「業務そのもの」の把握ができなくなるという不安を持っている⼈が多かった。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたが前問で「どちらかといえばある」「ある」とお答えになった理由は何ですか。あてはまるものを全てお選びください。
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部下の業務負担・

業務時間を

把握できなくなるから

部下が何を

やっているのかが

わからなくなるから

部下に対する

監修効率が落ちるから

部下に対する仕事の

振り分け効率が落ち、

部全体の業務効率が

落ちるから

部下がちゃんと

仕事をするのか

信用できないから

部下が仕事と

プライベート

のオンとオフを

コントロールできなくなる

から

チャットや最新のツール

を通じて部下と正確な

コミュニケーションを

とれる自信がないから

部下が

パソコンや資料などの

物を紛失する

のではないか心配だから

部下が

業務上の

情報を漏洩

させるのではないか

心配だから

個人的にテレワークを

させたくない

部下がいるから:

具体的にどのような

部下か

その他

Aグループ (n=343) Bグループ (n=356)



部下のテレワークに対する上司の本⾳調査 まとめ| Confidential | All Rights Reserved by Wrike, Inc 11部下のテレワークに対する上司の本⾳調査 まとめ | Confidential | All Rights Reserved by Wrike, Inc 11

タスクの把握状況

部下のタスクを普段どの程度把握しているかの割合は、Bグループが多少把握割合が少なかったものの、A・Bグループどちらも⼤きな差はない。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたは、⼈事評価する部下のタスクをどのくらい把握していますか。最も近いものを⼀つだけお選びください。
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60.4%

4.1%
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全て把握している 一部把握している 把握していない
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タスクの把握状況

前スライドで「⼀部把握している」「把握している」と回答した⼈に、「テレワーク中でもタスクを把握できるか／把握しているか」を聞いたところ、B
グループの⼈の60%近くが「把握できなくなる」と回答。つまり、Bグループの多数が、⽬視や対⾯でのコミュニケーションで部下の業務と業務過
程を都度確認していると考えられる。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. ⼈事評価する部下の出社時と⽐べ、テレワーク中でもタスクを把握できる（または把握している）と思いますか。あなたご⾃⾝のお考えとして最も近いものを⼀つだけお選びくだ
さい。

83.4% 16.6%

41.0% 59.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Aグループ (n=494)

Bグループ (n=463)

同じように把握している 把握していない 同じように把握できる
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テレワーク時のタスク把握⼿法

前々スライドで、「テレワーク時でもタスクを把握できる」と回答した⼈に、どうやってタスクを把握するのかの⼿段と聞いたところ、A・Bグループいず
れも「メール」が⼤きな割合を占めた。それに続いて「タスク管理・プロジェクト管理」を利⽤している⼈が多い。

Q.テレワーク中の⼈事評価する部下のタスクを把握する⼿段は何ですか。最も使⽤する⼿法を⼀つ教えてください。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない
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評価の公平性

テレワークを利⽤する部下と利⽤しない部下を公平に⼈事評価できるか否かの設問では、90.9％が「できる」と答えたAグループに対し、Bグルー
プは68.2%と少ない。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたがテレワーク制度を利⽤する⼈事評価する部下と、利⽤しない⼈事評価する部下を同時に管理するとした場合、⼈事評価を公平に⾏えますか。

33.8%

10.5%

57.1%
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8.0%

26.2%

1.2%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Aグループ (n=515)

Bグループ (n=515)

評価できる／できている 恐らく評価できる／できている 恐らく評価できない／できていない 評価できない／できていない
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評価の公平性

前スライドで「公平に評価できない」と回答した⼈は、成果ではなく業務の「過程」を重視する傾向にある。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたが前問で「恐らく評価できない／できなくなる」「評価できない／できなくなる」とお答えになった理由は何ですか。あてはまるものを全てお選びください。
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少ないから

テレワークを

利用することによって、

会社の規定上、

業務範囲が制限

されてしまうから

出社時と

テレワーク時では

IT環境に

差があるから

テレワークする

部下の方が

マネジメント効率

が悪いから

テレワークする

部下がサボる

可能性があるから

その他

Aグループ (n=47) Bグループ (n=164)



部下のテレワークに対する上司の本⾳調査 まとめ| Confidential | All Rights Reserved by Wrike, Inc 16部下のテレワークに対する上司の本⾳調査 まとめ | Confidential | All Rights Reserved by Wrike, Inc 16

⽣産性への期待

テレワークによる⽣産性向上への期待はどちらも⾼い。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. ⼈事評価する部下がテレワークを⾏う場合の⽣産性について、あなたご⾃⾝のお考えに最も近いものを⼀つだけお選びください。

20.6%

21.4%

55.5%

47.2%

21.6%

29.1%

2.3%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Aグループ(n=515)

Bグループ(n=515)

必ず上げなければならないと思う どちらかと言えば上げなければならないと思う

下がらなければ良い（必ずしも上げる必要はない）と思う 少し下がっても問題はないと思う
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⽣産性への期待

前スライドで「どちらかといえば上げなければならないと思う」「必ず上げなければならないと思う」と回答した⼈に理由を聞いたところ、いずれも通
勤などの移動時間が減ること、ストレスが軽減されることを理由に⽣産性を上げるべきだと考えている⼈が⼤半を占める。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたが前問で「どちらかといえば上げなければならないと思う」「必ず上げなければならないと思う」とお答えになった理由は何ですか。あてはまるものを全てお選びください。
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通勤など移動時間が

減って余裕ができる分、

生産性を

上げるべきだと思うから

ストレスが減って

心に余裕ができる分、

生産性を

上げるべきだと思うから

業務量が減って

余裕ができる分、

生産性を上げるべき

だと思うから

社内やり取りが減って

余裕ができる分、

生産性を上げるべき

だと思うから

IT環境が整備されて

業務効率が良くなる分、

生産性を上げるべき

だと思うから

テレワークの

ための人的・物質的

（新しいソフトウェアの

導入など）

投資分を回収するために

生産性を上げるべき

だと思うから

一般的に

テレワークは

生産性を上げるための

制度だから

生産性が上がると

期待された人にのみ

適用される制度だから

会社がテレワークで

生産性を上げろと

言っているから

その他

Group A (n=392) Group B (n=353)
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⽣産性への期待

前スライドに関連して、テレワークに対する期待と
して「通勤などのストレスが軽減されて、周りの⼈
にいい影響をもたらすこと」を期待している⼈が
A・Bグループともに⾼い。ここから、「出勤をする
こと＝ストレス」と感じている⼈が多いということが
推察できる。

Wrikeが2019年2⽉に⾏った「会社員の働き
⽅とストレス・⽣産性の関係調査」によると、「ス
トレスが原因で⽣産性が上がらない・仕事のクオ
リティが落ちる」と答えた⽇本⼈が45.2％を占め
ており、出勤するストレスが軽減されることによっ
て⽣産性が上がる・仕事のクオリティが担保でき
ると⾔える。⽣産性に対するプレッシャーは⾼い
が、出勤・通勤のストレスが軽減されることで得
られるメリットは⼤きい。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたの⼈事評価する部下がテレワークを利⽤する場合、オフィスで仕事をする場合と⽐べ、どのようなことを期待をしますか。あなたご⾃⾝のお考えとして、あてはまるものを全て
お選びください。
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通勤などの

ストレスが

解消され、周りの人に

良い効果をもたらすこと

従業員満足度が

上がること

優秀な人材の流出防止、

人材不足の

解消となること

業務の効率化により、

出社したとき以上に

生産性を上げること

その他 特にない

Aグループ(n=515) Bグループ(n=515)

https://d3tvpxjako9ywy.cloudfront.net/resources/content/uploads/2019/05/PR_Japan-Stress-Survey-Feb.pdf%3Fav=134578ebd18cd1db9c3156a3a9923d75
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テレワーク許容⽇数

Aグループは約97%、Bグループは約79%の⼈が⽉に1⽇以上のテレワークを許容している。Bグループでは「テレワークは許容しない」と
回答した⼈が約16％いるが、それをはるかに上回る⼈がテレワークを許容できると回答している。

Aグループ=テレワークを利⽤している部下を持っている
Bグループ=テレワークを利⽤している部下を持っていない

Q. あなたが⼈事評価する部下がテレワーク制度を利⽤する場合、⽉に何⽇が許容範囲ですか。あなたご⾃⾝のお考えとしてあてはまるものを⼀つだけお答えください。
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28.7%

27.6%

16.1%
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Aグループ

Bグループ

（ほぼ）毎日テレワークでも良い 基本はテレワークでも良いが、月に規定の回数出社は必須

月に10日以上 月に5～9日

月に3～4日 月に1～2日

それ以下 テレワークは許容しない、できるだけ利用しないでほしい
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総括
l テレワークを必要だと考え、許容できる⼈の⽅が多数を占める。

l 上司は部下のテレワークに対し、A・Bどちらのグループも同数程度不安を抱え
ている。

l 不安の原因は主に「現状のIT環境」と、「業務（タスクそのもの・タスクの量・タ
スクの過程）」であることがわかった。

l 適切な業務管理は公平な⼈事評価にもつながるため、適切なIT環境の整備は
もちろん、適切な業務管理がテレワーク普及の鍵であると⾔える。
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「上司の本⾳」

● 普段からテレワークを利⽤する部下を持つ上司は、部下の業務負荷（量・時
間）を気にしながらも、部下がテレワークをすることで⽣産性が向上することに期
待を寄せている。

● 現在テレワークを利⽤する部下がいない上司は、半数以上がテレワークを必要と
思っているが、IT環境の整備という物理的な課題があることと、部下の抱える業務
を把握できなくなり、評価に公平性を保てなくなることを不安に思っている。

● いずれも、ある程度の不安を抱えつつもテレワークの許容にポジティブである。


